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秘密結社PsyArkとの戦いから半年が経ったある日のこと・・ 

旅に出ていたコンパチカイザーは、Hi-νガンダムから壊滅したバベルの塔の地下にある 

メタルビースト生殖プラントが未だに稼動している事を告げ、コンパチカイザーはそれの破壊へ

向かうことになる。 

そして地下プラントに到着したコンパチカイザーは突如、出現したダグブールと交戦し、敗北。 

さらにダグブールはプラントの原動力であったアルティメットコアを奪い取り、他の世界へ転移

してしまう。 

その転移に巻き込まれたコンパチカイザーが漂着した場所はベリアルとの戦いが3年経過した、 

『SRX NEOの』世界であった・・・。 

○主な舞台となる世界』 

べリアルとの戦いから3年後のSRX NEO世界。 

地球連邦政府のガイアセイバーズ再結成禁止命令は未だに継続中で、 

それぞれのメンバーは巧妙な情報統制で一度も再会できぬままの状態が続いている。 

また、コンパチカイザーはPsyArkとの戦いから半年が経過した世界からこの世界に飛ばされた。 

○破滅のファクター 

ダグブールが世界を破滅させる恐るべき力を秘めていると認定した物に対して使用する言葉。 

例を挙げればCOMPACTのアルティメットセルもダグブールがファクターに認定している物の

一つである。 

様々な世界に存在するファクターを収集することがダグブールの目的である。 

○キマイラ軍団 

ダグブールが率いる少数精鋭と完全な実力主義をモットーとした軍団。 

ダグブール選りすぐりの７～８人のメンバーで構成されており、所属している者はどれも 

同等の実力を持つ猛者揃いであるが、軍団内のヒエラルキーが存在しないため、 

彼らに命令を下せるのはダグブール只一人のみである。 

○アル･イー･クイス 

孔明リ･ガズィやダグブールがかつて属していた集団。 

実は第3部SRXタイムに登場した来訪者の正式名称（詳しくはSRXタイム設定集を参照） 

組織自体は次元大戦の時に大半以上のメンバーが死亡し、壊滅している。 

現在は孔明やダグブール、若しくは、ほんの僅かに存在している瞬のように、 

アル･イー･クイスに所属していた者の記憶を持つ者のみしか居ない。 



○大張ノ太刀（Χ END版） 

Χ ENDに引き続き登場するコンパチカイザー愛用の大剣。 

COMPACTのラストでヴァイサーガから次元転移システムが移植されたが、 

大張ノ太刀に宿る意思によってその機能の使用が封じられている。 

相変わらずその出自が不明な武器である。 

大張ノ太刀の意思の正体は、とある世界で死亡後、ヴォーダの闇に逝けぬまま彷徨い、 

そのまま大張ノ太刀に憑依したバリグナーという戦士のスパークであった。 

ちなみに生前のバリグナーは、正義感の強い熱血漢であった為か 

生前の自分に近い所を持ったコンパチカイザーを大張ノ太刀の資格者に選んだらしい。 

尚、大張ノ太刀本体は古代フューリア人が三大神剣を作る際に生み出された試作品ではないか、 

という説が存在している。 

○三大窮刀 

読みは『さんだいきゅうとう』、三本の窮極な斬艦刀という意味である。 

大風雲が持つ斬艦刀『天照』、『凄皇』、『月読』がその刀でありそれぞれ正式名称が存在する。

覇神剣『天照昇竜刃』【はしんけん『あまてらすしょうりゅうじん』】

通称『天照（アマテラス）』 

大風雲の持つ7つの斬艦刀の一つ一つの力が結晶となり生み出された、至高の斬艦刀。 

その斬れ味は山を裂き、そしてまた再生されると言われる。 

三大窮刀の中では一番スタンダートな位置づけであり、大風雲も一番使いやすいとの事。 

アノルファス戦では負傷しながらも、天照で凄まじい猛攻を見せた。 

猛神剣『凄皇明王ノ大剣』【もうしんけん『すさのおみょうおうのだいけん』】

通称『凄皇（スサノオ）』 

封印時の極神剣『大帝皇天覇無双剣』の右刃と呼ばれている。 

斬れ味、力は全ての斬艦刀を遥かに超え攻撃重視の斬艦刀となっている。 

刃を振る度に、巨大な斬波を放つ事ができ、連続して放つ事も可能。 

斬波の軌道をも変える事ができ、正に力においては『最強の斬艦刀』と言えるであろう。 

鏡神剣『月下万華鏡月読』【きょうじんんけん『げっかまんげきょうつくよみ』】



通称『月読（ツクヨミ）』 

封印時の極神剣『大帝皇天覇無双剣』の左刃と呼ばれている。 

天照、凄皇には威力は劣るがこの斬艦刀の真価は『残像遅延行動』。 

残像が使用者に重なり、使用者よりも遅く同じ行動をする事で隙のない連続の攻撃を行える。 

その細かさにより、凄皇や天照の大掛かりな攻撃と凄まじく相性が良い。 

尚、これらの三大窮刀と残りの選ばれし斬艦刀が一つになった時に成す限界を超えた斬艦刀があ

る。 

斬艦刀『卍蕪』【マンジカブラ】

限界、極限、天元を超えた銀河に初めて、斬るという事を教えた剣。 

この斬艦刀には刃が存在せず、己が認識しただけ見えざる刃を象る事が出来る。 

その刃は目視した者を『必ず斬る』事が出来る、必中剣とも呼ばれる。 

一刃は音も無く、憎悪も無く、ただ『無』の太刀筋を振るう事が出来る。 

尚、この刀の刀身には限界がなく、銀河を両断する事さえ可能だという言い伝えがあるらしい・

・・。 

（作中では呂布最終戦でしか出てない） 

○アーディガン 

ヴァルストーク内のコアシステムに保管されていたという『変な形の』剣。 

代々ヴァルホークの家系に伝わっていた家宝らしく、時空断裂の能力を持つ。 

また、アルムストラの召喚や、ヴァルザカード合体の鍵となっているらしいが詳細は不明。 

尚、正式名称は『アルムアルクス・アーディガン』 

○デウス・ハグル・マギア 

NEO世界に存在する破滅のファクターのうちの一つ。 

歯車の形を模しており、発見したイスラフェル曰く、オーパーツとのこと。 

その製造目的は使用用途は解明できておらず、これの存在意義を知るのはダグブールしかいない

ようである。 

そしてこれを使うことによってもう一つの破滅のファクターを呼び寄せることが出来るそうで

あるのだが・・・。 

○多次元要塞サルガッソ 

ダグブールやキマイラ軍団の本拠地。 

螺旋状の小惑星に凶悪な顔面が貼り付けられたような、独特の形状が特徴。 

その在処は、3次元空間と4次元空間の狭間に存在する次元銀河のブラックホールと言うべき中

に存在している。 



よって、通常の次元転移では絶対に転移不能場所に当たるので、発見することはほぼ無理に近い。

○音素増幅弦ローゼベルト・カプリチョーソ 

音素使いのために作られた音素を増幅させる武器・音素増幅器の一つ。 

音素増幅器は全て何かの楽器をモチーフに作られており、これを奏でることで様々な音素変化術

式が使用可能。 

このローゼベルト・カプリチョーソはバイオリンをモチーフとした物で、ダグブールがエラヴィ

ルに譲り渡したもの。 

また、演奏時に使用するスティックをフェンシングサーベルに変形させて使用することも可能。 

○音素増幅管カトラス・メゾ・スタッカート 

音素使いのために作られた音素を増幅させる武器・音素増幅器の一つ。 

音素増幅器は全て何かの楽器をモチーフに作られており、これを奏でることで様々な音素変化術

式が使用可能。 

このカトラス・メゾ・スタッカートはフルートをモチーフとした物で、孔明リ・ガズィが瞬に譲

り渡したもの。 

また、演奏時のフルート形態は刀の鞘の構造を取り入れており、 

中に内蔵されている『ダル・セーニョ・ザ・キングダム』（通称ダル・セーニョ）を抜いて戦

闘することが可能。 

○音素増幅打ブクリエ・グランディオーソ 

音素使いのために作られた音素を増幅させる武器・音素増幅器の一つ。 

音素増幅器は全て何かの楽器をモチーフに作られており、これを奏でることで様々な音素変化術

式が使用可能。 

このブクリエ・グランディオーソはシンバルをモチーフとした物で、ダグブールが幻に譲り渡し

たもの。 

演奏時に使用するシンバルはそのままシールドとして敵からの音素による攻撃を防げるほか、音

素使いの意思に 

従って操る事が出来る無線チャクラムとしても使用できる攻守一体の武器として完成されてい

る。 

○改造実験体・イノベイドシリーズ 

ダグブールが破滅のファクターに認定した物資と、アル・イー・クイスのデータベース内に存在

する 

機界生命体のデータを新規のプロトフォーム組み合わせることで、人工的に創造された実験体。 

キマイラ軍団のメンバーには劣っているが、それでも一般の機械生命体を遥かに凌駕する戦闘能

力を持つ。 

過大なダメージを受けると、一時的に活動を停止して戦闘不能に見せかけるが、 



それは飽くまで活動再開までの時間稼ぎであり、短時間で破損個所を修復してしまう。 

ゆえにその活動を完全に停止させるには、強大な威力を持つ技でその身体を完全に消滅させる必

要がある。 

また、イノベイドには固有の名前が与えられておらず、全てアルファベットによる記号としての

名称が与えられている。 

○アポカリュプシス 

隕石雨が降り注ぐ等といった超常現象が一気に立て続けに発生し、その次元世界の寿命が来てい

る事を指し示す自然現象。 

べリアルによるバトルファイトで最後に世界がリセットされるのは、これを回避・アポカリュプ

シスを数万年後に先延ばしする意味合いもあり、 

SRX　NEOの世界はアポカリュプシスの到来とバトルファイトによる世界のリセットを延々と

繰り返し続けていた。 

作中では、ダグブールが統制者モノリスを呼び寄せる為、デウス・ハグル・マギアを使用した因

果律操作で、 

人為的にこのアポカリュプシスを到来させていた。 

最終的にデウス・ハグル・マギアの破壊でアポカリュプシスは中断されるが、SRX NEO世界は

完全に荒廃してしまう。 

また、世界を唯一リセットする手段であったモノリスが失われた今、間違いなく次のアポカリュ

プシス到来で 

SRX NEO世界は終焉を迎えるであろう。 


